
氏名 西　山　要　一

　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

保存科学、文化財学

研究課題(1)については15年間,(2)については25年間研究を継続していて、毎年新しいデータ
の集積と新たな資料を発見している。(3)については2004年よりレバノンに赴き継続し2007年
度に完了した。その他、文化財の科学分析、科学的保存処理等を行い、さまざまな研究開発
も行っている。

研究課題(1)～(3)については学生も参画して実施し、教育の一翼を担っている。その他、授
業・実習以外にも文化財の材質分析、科学的保存処理、文化財の現地見学等、の機会を設け
て学生とともに学び、研究を進めている。
奈良教育大学教育学部非常勤講師（保存科学、保存科学実習）、奈良県立大学観光学部非常
勤講師（世界遺産論）として他大学の文化財教育にも携わっている。

大阪府吹田市文化財審議会委員、大阪府茨木市文化財審議会委員、大阪府柏原市高井田横穴
墓保存検討委員会委員長、大阪府阪南市文化財審議会会長、大阪府環境影響評価審査会委
員、大阪市環境影響評価専門委員会委員、ＪＩＣＡ・兵庫県環境創造協会東アジア酸性雨モ
ニタリングネットワーク研修講師

文化財分析機器の充実に伴い、学生を対象に機器利用の講習会を開催し、またオープンキャ
ンパスでの公開・デモンストレーシヨンも行い啓発に努めている。学内学外(一般)に呼びか
けた研究会等を開催し、文化財研究・保存科学研究・文化財保存の普及にもつとめている。
国際交流委員会委員長として韓国・韓瑞大学校および韓国伝統文化学校との学生派遣・受入
を実現し、新たに中国・蘇州科技学院との交流協定の締結を行った。奈良大学大学院文学研
究科文化財史料学専攻博士前期・後期課程教授兼任。奈良大学通信教育部文化財歴史学科教
授兼任。

最終学歴

現在の専門分野

所属学会

研究課題

平　成　１９　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本文化財科学会、文化財保存修復学会、考古学研究会、I.I.C.Japan　など

(1)文化財保存環境の研究(温湿度調整・大気汚染影響)　(2)古代象嵌銘技法の研
究 (3)ﾚﾊﾞﾉﾝ共和国所在ﾛｰﾏ時代壁画地下墓の保存修復研究　等

龍谷大学文学部史学科（国史学専攻）卒業

文学士
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日本文化財科学会第
24回大会研究発表要
旨集
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2007東アジア文化遺
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レバノン・ティール郊外地下墓
の修復の2007年度調査の概要報
告(英文)。24頁。

概　　　　　　　要

およそ20年間の奈良の文化財所
在地における大気汚染調査か
ら、文化財への影響とその防御
について述べた。

1989年に開始した奈良の文化財
所在地における大気汚染観測と
文化財への影響の研究
の成果を発表した。特に、文化
財環境の改善のための大気汚染
源の削減・法規制・樹木林の活
用などを述べた。

レバノン・ティール郊外地下墓
の修復の2007年度調査の概要報
告(和文)。24頁。

平安時代の平象嵌技法が日本独
特の装飾技術であることを初め
て明らかにし、また日本の三寅
剣の謎の解明に当たって韓国の
三寅剣・四寅剣が大きなヒント
となったことを述べた。P32～
P37。
およそ20年にわたる奈良の文化
財の大気環境調査と大気汚染に
よる文化財被害、そして世界各
地の大気汚染による文化財被害
について述べ、被害の軽減方法
を論じた。P99～P116。


